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清
華
簡
『
病
方
』
釈
読

―
中
国
医
学
思
想
史
の
再
検
討
―

六 

車　

楓

キ
ー
ワ
ー
ド
：
清
華
簡
／
『
病
方
』
／
荊
名
／
中
国
医
学
／
処
方

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
新
し
く
公
開
さ
れ
た
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
拾
）』（
黄
徳
寛
主
編
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中

心
編
、
中
西
書
局
）
に
は
、『
病
方
』
と
い
う
簡
潔
な
処
方
集
が
含
ま
れ
る
。
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
以
下
、
清
華
簡
）
は
楚
系
文
字

（
楚
地
域
で
使
わ
れ
た
文
字
）
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
楚
簡
の
可
能
性
が
高
く
、
書
写
年
代
は
、
炭
素
14
年
代
測
定
に
よ
り
戦
国

時
代
中
期
頃
と
見
ら
れ
、『
病
方
』
は
今
ま
で
出
土
し
た
ど
の
医
学
関
連
文
献
よ
り
も
古
い
。
本
資
料
の
発
見
は
、
先
秦
の
医
学
思
想
史

を
検
討
す
る
う
え
で
極
め
て
大
き
な
価
値
を
有
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
病
方
』
の
釈
読
を
行
い
つ
つ
、
そ
の
医
学
思
想
と
し
て
の

特
色
に
つ
い
て
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
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一
、『
病
方
』
書
誌
情
報

本
章
で
は
、『
病
方
』
の
概
要
に
つ
い
て
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
拾
）』
の
整
理
者
（
賈
連
翔
氏
）
が
ま
と
め
た
書
誌
情
報
を
軸

に
、
論
者
（
六
車
の
こ
と
。
以
下
同
様
）
の
見
解
も
交
え
つ
つ
述
べ
る
。

『
病
方
』
は
時
令
説
文
献
の
『
行
称
』
と
と
も
に
、
一
冊
の
竹
書
に
抄
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
写
者
が
異
な
る
。
篇
名
は
整
理

者
が
付
け
た
仮
題
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
竹
書
全
体
の
詳
細
な
形
制
や
、
内
容
の
全
く
異
な
る
二
篇
が
同
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

理
由
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
華
簡
『
行
称
』『
病
方
』
か
ら
見
る
術
数
と
方
技
の
関
係
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
七
号
、
二
〇

二
一
年
八
月
、
二
八
〜
四
九
頁
）
に
譲
る
。

『
病
方
』
は
全
一
九
簡
の
竹
簡
の
う
ち
、
編
聯
状
況
か
ら
判
断
し
て
最
多
で
も
第
一
二
簡
か
ら
第
一
四
簡
ま
で
の
三
枚
に
書
か
れ
、
現

存
す
る
の
は
後
ろ
の
二
枚
（
第
一
三
簡
・
第
一
四
簡
。
整
理
者
の
附
し
た
竹
簡
番
号
で
言
う
第
二
簡
・
第
三
簡
）
で
あ
る
。
冒
頭
の
第
一

二
簡
は
完
全
に
佚
し
て
お
り
、
論
者
の
見
解
で
は
、
そ
こ
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
前
掲
の
拙
稿
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
整
理
者
は
『
行
称
』
の
最
終
簡
と
し
て
整
理
さ
れ
た
第
一
一
簡
は
、
篇
を
区
切
る
空
白
簡
の
「
隔
簡
」
で
あ
る
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
が
、『
行
称
』
の
内
容
か
ら
し
て
、
文
章
が
第
一
一
簡
ま
で
続
く
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
た
め
、
隔
簡
の
存
在
を
断

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
仮
に
『
行
称
』
が
第
一
一
簡
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
第
一
二
簡
が
隔
簡
で
あ
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
竹
書
の
書
式
か
ら
考
え
て
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。『
病
方
』
の
内
容
自
体
は
文
字
の
残
っ
て

い
る
第
一
三
簡
・
第
一
四
簡
で
完
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
第
一
二
簡
か
ら
第
一
三
簡
冒
頭
に
か
け
て
文
章
が
続
く
可
能
性
も
捨

て
き
れ
ず
、
内
容
の
面
か
ら
考
え
て
も
、
や
は
り
隔
簡
は
な
い
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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清華簡『病方』釈読

簡
文
は
三
三
字
残
存
し
て
お
り
、
病
方
を
三
種
記
し
て
い
る
。
初
め
の
二
種
は
「
肩
背
疾
」
と
「
慹
」
と
い
う
病
に
対
す
る
処
方
で
、

酒
剤
を
内
服
す
る
。「
肩
背
疾
」
は
す
で
に
楚
地
で
出
土
し
た
卜
筮
祭
祷
簡
に
も
あ
り
、
当
時
よ
く
見
ら
れ
て
い
た
病
気
の
種
類
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
整
理
者
は
こ
の
病
名
を
「
肩
・
背
疾
」
と
区
切
っ
て
読
み
、
お
そ
ら
く
肩
と
背
中
の
疾
病
と
い
う
ふ
う
に
、
患
部
が
二
箇
所

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
整
理
者
が
触
れ
た
卜
筮
祭
祷
簡
で
は
「
肩
背
疾
」
と
区
切
ら
ず
に
一
つ
の
病
名
と
し
て
理
解
さ
れ
る
た
め
、

本
稿
で
も
卜
筮
祭
祷
簡
の
読
み
に
従
っ
た
。
最
後
の
一
種
は
「
目
疾
」
で
湯
剤
を
外
用
す
る
。

本
篇
は
、
過
去
に
出
土
し
た
周
家
台
秦
簡
『
病
方
』、
北
大
秦
簡
『
医
方
雑
抄
』、
馬
王
堆
帛
書
『
五
十
二
病
方
』、
阜
陽
漢
簡
『
万

物
』、
老
官
山
漢
簡
『
六
十
病
方
』、
北
大
蔵
漢
代
医
簡
な
ど
、
い
ず
れ
の
医
学
関
連
文
献
よ
り
も
書
写
年
代
が
古
く
、
中
国
医
薬
学
史
研

究
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
価
値
を
有
す
る
。
本
篇
の
処
方
の
薬
物
構
成
は
比
較
的
単
純
で
、
対
応
す
る
疾
病
も
た
だ
簡
潔
に
そ
の
病
名

を
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
薬
材
の
多
く
は
識
別
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
馬
王
堆
帛
書
『
五
十
二
病
方
』
の
言
う
「
荊
名
）
1
（

」、

す
な
わ
ち
清
華
簡
が
書
か
れ
た
楚
地
域
で
あ
る
荊
州
で
用
い
ら
れ
た
名
称
か
も
し
れ
な
い
。

二
、『
病
方
』
釈
読

本
章
で
は
、『
病
方
』
の
原
釈
文
お
よ
び
論
者
が
作
成
し
た
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
・
語
注
を
示
す
。
な
お
、
原
文
の
﹇ 

﹈
は
整
理

者
が
付
け
た
竹
簡
番
号
で
あ
り
、
釈
文
の
【 

】
は
次
章
の
考
察
に
お
け
る
番
号
と
対
応
す
る
。

　
　《
原
文
》

﹇
一
﹈
…
…
﹇
二
﹈

㵭
以
酉
酓
之
以

肩

疾
└

㵭
之
以
酉
酓
之
以

慹
└

目
﹇
三
﹈
㵭
以

目
疾

以

之
■
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　《
釈
文
》

…
…

壺
【
1
】
煮
以
酒
、
飮
之
【
2
】、
以
瘥
肩
背
疾
【
3
】。
藉
煮
之
以
酒
、
飮
之
、
以
瘥
慹
【
4
】。
恚
目
【
5
】
煮
以
澡
【
6
】

目
疾
、
且
以
煖
之
【
7
】。

　
　《
書
き
下
し
文
》

…
…

壺
煮
る
に
酒
を
以
て
し
、
之
を
飲
み
て
、
以
て
肩
背
疾
を
瘥
ゆ
。
藉
之
を
煮
る
に
酒
を
以
て
し
、
之
を
飲
み
て
、
以
て
慹
を
瘥

ゆ
。
恚
目
煮
て
以
て
目
疾
を
澡
い
、
且
く
以
て
之
を
煖
む
。

　
　《
現
代
語
訳
》

…
…

瓠
を
煮
る
の
に
酒
を
用
い
、
こ
れ
を
飲
ん
で
、
肩
背
疾
（
心
痛
症
）
を
治
す
。
草
の
敷
物
を
煮
る
の
に
酒
を
用
い
、
こ
れ
を
飲

ん
で
、
慹
（
身
体
の
動
か
な
い
病
）
を
治
す
。
目
を
見
張
っ
た
よ
う
な
実
を
煮
て
目
疾
（
の
患
部
）
を
洗
い
、
し
ば
ら
く
そ
の
（
患
部
）

を
温
め
る
。

三
、
考
察

本
章
で
は
、
前
章
で
の
釈
読
を
踏
ま
え
、
整
理
者
の
注
（
以
下
で
は
「
原
注
」
と
表
記
す
る
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
釈
文
で
示
し
た

【 

】
の
番
号
順
に
内
容
を
検
討
す
る
。

【
1
：

壺
】
一
文
字
目
の
「

」
は
不
明
文
字
。
二
文
字
目
の
「

」
は
「
壺
」
字
に
読
み
替
え
、「
瓠
」
と
解
釈
す
る
。

原
注
一
は
、「

は
、
新
し
く
見
え
た
文
字
で
、
不
明
で
あ
る
。

は
信
陽
長
台
関
一
号
楚
墓
遣
策2-01

・2-011

に
見
え
、
董
珊
氏

は
従
𠁁
瓜
声
で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
、
こ
れ
も
「
瓠
」
と
読
め
る
。

瓠
は
、
植
物
類
の
薬
名
で
あ
ろ
う
。
一
説
に
は
瓜
蔞
〔
論
者
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清華簡『病方』釈読

注
：
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
〕
を
指
し
、
主
治
は
背
癰
で
あ
る
」
と
注
す
る
。

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
名
「
潘
灯
」
氏
）
2
（

は
、「

」
字
の
下
部
が
「
它
」
字
に
対
応
し
、「
蛇
」
に
関
わ
る
文
字
と
見
な
し
、
こ
の
薬
物
を
蛇

類
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
二
文
字
目
の
字
形
に
つ
い
て
は
「
斲
」
字
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
と
述
べ
、
右
の
部
分
は

楚
簡
の
「
瓜
」
字
と
ほ
ど
遠
く
、
単
に
字
形
上
か
ら
見
る
と
、
か
え
っ
て
「
匕
」
字
に
似
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、「
斤
」

字
の
訛
省
形
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。「
潘
灯
」
氏
は
、
こ
の
二
文
字
を
続
け
て
読
ん
で
一
つ
の
薬
物
名
と
理
解
す
る
可
能
性
も

認
め
つ
つ
、
上
記
の
よ
う
に
区
切
っ
て
「
蛇
薬
を
い
く
つ
か
に
た
た
き
切
っ
て
煮
た
酒
を
飲
ん
で
病
を
治
す
」
と
解
釈
す
る
。

右
に
挙
げ
た
注
釈
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ず
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
「
潘
灯
」
氏
の
述
べ
る
と
お
り
字
形
は
「
它
」

字
に
近
い
が
、
う
か
ん
む
り
が
楚
文
字
の
特
徴
と
や
や
異
な
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
原
文
を
見
る
と
、「
它
」
字
で
い
う
う
か
ん
む

り
の
左
右
が
丸
ま
っ
て
い
る
が
、
特
に
右
側
に
注
目
す
る
と
、
一
画
で
は
な
く
二
画
で
書
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る

と
、
こ
の
文
字
は
う
か
ん
む
り
で
は
な
く
、
あ
な
か
ん
む
り
を
有
す
る
文
字
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
郭
店
楚
簡

『
窮
達
以
時
』
第
一
〇
簡
の
「

（
穴
）」
字
は
原
文
に
お
い
て
「

」
と
書
か
れ
て
お
り
、
う
か
ん
む
り
の
先
が
丸
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

形
で
あ
り
、「

」
字
に
も
近
い
。
た
だ
し
、「
穴
」
字
の
場
合
は
根
元
の
方
か
ら
「
八
」
の
部
分
を
書
き
始
め
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
う

か
ん
む
り
の
先
の
方
か
ら
点
で
書
き
表
さ
れ
て
い
る
「

」
字
と
同
一
視
し
て
よ
い
の
か
は
疑
問
が
残
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
文
字

は
判
然
と
し
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
不
明
文
字
と
し
て
扱
う
。

次
に
二
文
字
目
「

」
に
つ
い
て
は
、
原
注
一
で
挙
げ
ら
れ
た
董
珊
氏
の
説
を
見
る
と
、
原
文
を
隷
定
し
た
「

」
字
を
、「
壺
」
字

に
読
み
替
え
て
い
る
）
3
（

。
董
珊
氏
は
、「

」
字
を
瓜
声
に
従
っ
て
「
壺
」
字
で
読
み
、「
𠁁
」
を
意
符
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
の
説
に
従
っ

て
本
稿
で
は
「
壺
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
を
原
注
と
同
じ
く
「
瓠
」
と
解
釈
す
る
の
は
、『
詩
』
豳
風
・
七
月
の
「
八
月
壺
を
断

つ
（
八
月
斷
壺
）」
に
対
す
る
「
壺
、
瓠
也
」
と
い
う
毛
伝
と
、『
楚
辞
』
招
魂
の
「
赤
螘
は
象
の
若
く
、
玄
蠭
は
壺
の
若
し
（
赤
螘
若
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象
、
玄
蠭
若
壺
些
）」
に
対
す
る
「
壺
、
乾
瓠
也
」
と
い
う
王
逸
注
に
従
う
こ
と
に
よ
る
。『
本
草
綱
目
』
菜
之
三
・
壺
廬
の
釈
名
に
も

「
古
人
は
壺
・
瓠
・
匏
の
三
名
皆
な
通
称
す
べ
し
、
初
め
分
別
す
る
こ
と
無
し
（
古
人
壺
・
瓠
・
匏
三
名
皆
可
通
稱
、
初
無
分
別
）」
と
あ

る
。『
病
方
』
の
こ
の
薬
名
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
対
応
す
る
病
名
か
ら
し
て
、
原
注
と
同
じ
く
栝
樓
（
キ

カ
ラ
ス
ウ
リ
）
と
判
断
し
た
。『
金
匱
要
略
』
胸
痺
心
痛
短
気
病
脈
証
治
に
は
、「
胸
痺
に
て
臥
す
を
得
ず
、
心
痛
背
を
徹
す
る
者
は
、
栝

蔞
薤
白
半
夏
湯
之
を
主
る
（
胸
痺
不
得
臥
、
心
痛
徹
背
者
、
栝
蔞
薤
白
半
夏
湯
主
之
）」
と
あ
り
、
栝
樓
を
胸
痺
の
治
療
に
用
い
る
。
こ

の
「
胸
痺
」
は
胸
部
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
を
感
じ
る
も
の
で
、
現
代
で
言
う
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
に
相
当
し
）
4
（

、『
病
方
』
後

文
の
「
肩
背
疾
」
に
類
す
る
（
詳
細
は
【
3
】
を
参
照
）。
さ
ら
に
、『
詩
』
豳
風
・
東
山
の
「
果
臝
の
実
、
亦
た
宇
に
施
ぶ
（
果
臝
之

實
、
亦
施
于
宇
）」
に
対
し
、
毛
伝
が
「
果
臝
、
栝
樓
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
古
代
の
人
々
に
と
っ
て
栝
樓
は
身
近
な
植
物

で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

た
だ
、『
方
言
』
巻
一
一
に
は
「
蠭
は
、
燕
趙
の
間
之
を
蠓
螉
と
謂
う
。
…
…
其
の
大
に
し
て
蜜
あ
る
は
之
を
壺
蠭
と
謂
う
（
蠭
、
燕

趙
之
間
謂
之
蠓
螉
。
…
…
其
大
而
蜜
謂
之
壺
蠭
）」
と
あ
り
、
こ
の
「
壺
蠭
」
は
『
本
草
綱
目
』
虫
之
一
に
お
い
て
、
ス
ズ
メ
バ
チ
科
キ

ボ
シ
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
で
あ
る
大
黄
蜂
に
同
定
さ
れ
る
）
5
（

。
李
時
珍
は
『
本
草
綱
目
』
大
黄
蜂
の
釈
名
で
、
前
出
の
『
楚
辞
』
招
魂
に
見
え
る

「
玄
蠭
」
も
大
黄
蜂
に
当
た
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
と
『
楚
辞
』
招
魂
で
ハ
チ
の
形
を
「
壺
」
と
形
容
し
て
い
た
こ
と
と
合
わ
せ
る
と
、
楚

の
方
言
で
も
そ
の
見
た
目
か
ら
、「
壺
」
と
い
う
文
字
を
用
い
て
何
ら
か
の
種
類
の
ハ
チ
を
別
称
で
呼
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。『
名

医
別
録
』
上
品
・
蜂
子
に
は
「
大
黄
蜂
子
。
心
腹
の
脹
満
痛
を
主
治
し
、
身
を
軽
く
し
、
気
を
益
す
（
大
黃
蜂
子
。
主
治
心
腹
脹
滿
痛
、

輕
身
、
益
氣
）」
と
あ
り
、
こ
の
「
心
腹
の
脹
満
痛
」
と
い
う
症
状
は
『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
の
言
う
「
心
病
」
の
「
虚
す
れ
ば
則
ち
胸

腹
大
た
る
（
虛
則
胸
腹
大
）」
と
い
う
症
状
に
類
す
る
。
も
し
、
整
理
者
の
指
摘
す
る
と
お
り
、『
病
方
』
記
載
の
薬
名
が
楚
地
の
方
言
を

反
映
し
、
な
お
か
つ
「
壺
」
が
ハ
チ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
記
述
は
「
肩
背
疾
」、
つ
ま
り
心
痛
症
に
対
す
る
蜂
を
用
い
た

6



清華簡『病方』釈読

処
方
と
し
て
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
楚
独
特
の
呼
称
を
確
認
し
得
な
い
以
上
、
本
稿
で
は
過
度
な
読
み
替
え
は
せ
ず
に
『
詩
』
や
『
楚

辞
』
に
従
っ
て
、
原
義
の
ま
ま
「
瓠
」
の
処
方
と
見
な
す
。

一
つ
注
意
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
こ
こ
ま
で
の
説
は
全
て
第
二
簡
の
冒
頭
か
ら
文
章
が
始
ま
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

欠
簡
の
第
一
簡
か
ら
文
章
が
続
く
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
得
る
た
め
、
冒
頭
の
二
文
字
を
薬
名
と
断
定
す
る
に
は
慎
重
を
期
す
る
。

仮
に
第
一
簡
か
ら
文
章
が
続
く
と
す
れ
ば
、「
壺
」
を
文
字
通
り
容
器
の
壺
と
し
て
解
釈
し
、「

」
字
は
壺
の
形
や
素
材
を
表
す
修
飾

語
、
あ
る
い
は
「
壺
を
○
○
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
動
詞
と
し
て
理
解
で
き
る
。『
本
草
綱
目
』
虫
之
一
・
原
蠶
沙
（
蚕
の
糞
）
の
「
月

経
久
閉
」
の
附
方
に
は
「
蠶
沙
四
両
、
砂
鍋
も
て
半
黄
色
に
炒
り
、
無
灰
酒
一
壺
に
入
れ
、
煑
沸
し
、
澄
し
て
沙
を
去
り
、
温
服
す
る
毎

に
一
盞
を
も
っ
て
す
れ
ば
即
ち
通
ず
（
蠶
沙
四
兩
、
砂
鍋
炒
半
黃
色
、
入
無
灰
酒
一
壺
、
煑
沸
、
澄
去
沙
、
毎
温
服
一
盞
即
通
）」
と
あ

り
、
煮
込
む
た
め
の
容
器
と
し
て
壺
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
鑑
み
る
と
、
複
数
の
薬
を
酒
の
入
っ
た
壺
に
入
れ
、
そ
れ
を
火
に
か

け
る
と
い
う
調
剤
方
法
を
記
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
煮
込
む
こ
と
自
体
は
『
病
方
』
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か

な
と
お
り
、
極
め
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
容
器
が
必
要
な
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

た
だ
、
本
文
が
第
一
簡
か
ら
続
く
か
ど
う
か
は
、
同
冊
の
『
行
称
』
第
一
一
簡
が
空
白
の
隔
簡
で
あ
る
か
否
か
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
説
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
後
文
の
処
方
の
書
き
方
か
ら
す
れ
ば
、
冒
頭
の
二
文
字
を
薬
名
と
す
る
の
が
書
式
の
統
一
も
な
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

【
2
：
煮
以
酒
、
飮
之
】
原
注
一
は
「
㵭
」
字
を
「
煮
」
字
の
異
体
字
と
す
る
。
ま
た
、
原
注
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
馬
王
堆
帛
書

『
五
十
二
病
方
』
癃
（
小
便
排
出
が
難
し
く
な
る
種
々
の
病
）
に
も
「
一
、
蠃
牛
二
七
・
薤
一

を
取
り
、
并
わ
せ
て
酒
を
以
て
煮
て
之

を
飲
む
（
一
、
取

（
蠃
）
牛
二
七
・

（
薤
）
一

（

）、
并
以
酒
煮
而
㱃
（
飮
）
之
）」
と
同
様
の
表
現
が
あ
る
と
述
べ
る
。
確
か

に
原
注
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
酒
で
薬
物
を
煮
込
み
、
そ
れ
を
飲
む
と
い
う
記
述
は
、『
五
十
二
病
方
』
に
散
見
さ
れ
る
。
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「
酉
」
字
を
「
酒
」
字
に
読
み
替
え
る
例
は
、
清
華
簡
『
厚
父
』
第
一
三
簡
に
「
曰
く
酒
は
食
に
非
ず
、
惟
だ
神
の
饗
な
る
の
み
（
曰

酉
（
酒
）
非

（
食
）、
隹
（
惟
）
神
之
卿
（
饗
））」
と
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
酉
」
字
は
甲
骨
文
で
「

」）6
（

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
酒

樽
・
酒
壺
の
形
象
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』
酉
部
に
は
、「
酉
は
、
就
な
り
。
八
月
黍
成
り
、
酎
酒
為
る
べ
し
。
古
文
の
酉
の
形
に
象
る

（
酉
、
就
也
。
八
月
黍
成
、
可
爲
酎
酒
。
象
古
文
酉
之
形
）」
と
あ
る
。

【
3
：
以
瘥
肩
背
疾
】「

」
字
は
原
注
二
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
従
疒

声
で
あ
っ
て
、
包
山
楚
簡
な
ど
の
楚
の
卜
筮
祭
祷
簡
に
よ
く

見
え
、「
瘥
」
と
読
む
。『
説
文
解
字
』
疒
部
に
は
「
瘥
は
、
瘉
ゆ
る
な
り
（
瘥
、
瘉
也
）」
と
あ
り
、
癒
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
原
注
は
「
肩
背
疾
」
を
「
肩
・
背
疾
」
と
二
つ
の
病
に
分
け
て
読
む
が
、
原
注
が
用
例
と
し
て
掲
げ
た
葛
陵
楚
簡
（
書
写
年
代

は
前
三
九
八
年
）
乙
四
第
六
一
簡
は
「
…
…
其
の
肩
背
疾
を
以
て
■
）
7
（

（
…
…
以
其

（
肩
）
伓
（
背
）
疾
■
）」
と
釈
読
さ
れ
、
一
つ
の

病
名
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
肩
背
」
と
い
う
語
は
伝
世
文
献
に
も
多
数
見
ら
れ
、
例
え
ば
『
素
問
』
金
匱
真
言
論
に
は
「
秋
気
な

る
者
は
病
肩
背
に
在
り
（
秋
氣
者
病
在
肩
背
）」
と
あ
る
。
宋
華
強
氏
は
、
葛
陵
楚
簡
の
他
の
箇
所
に
「
…
…
背
膺
疾
は
、

脹
・
心
悶

す
る
を
以
て
、
卒
す
る
に
歳
或
い
は
至
■
（
…
…
伓
（
背
）
膺
疾
、
以

（

）

（
脹
）・
心

（
悶
）、

（
卒
）

（
歳
）
或
至

■
）」（
零
第
五
八
四
簡
、
甲
三
第
二
六
六
・
二
七
七
簡
）、「
■
貞
う
、
既
に
背
膺
疾
に
し
て
、
以
て
胛
疾
■
（
■
貞
、
既

（
背
）

（
膺
）
疾
、
以

（
胛
）
疾
■
）」（
乙
四
第
八
簡
）
な
ど
と
あ
る
こ
と
と
、『
素
問
』
蔵
気
法
時
論
に
「
心
病
は
、
胸
中
痛
み
、
脇
支
満

ち
、
脇
下
痛
み
、
膺
・
背
・
肩
甲
の
間
痛
み
、
両
臂
の
内
痛
む
。
虚
す
れ
ば
則
ち
胸
腹
大
た
り
て
、
脇
下
と
腰
と
相
い
引
き
て
痛
む
（
心

病
者
、
胸
中
痛
、
脇
支
滿
、
脇
下
痛
、
膺
・
背
・
肩
甲
間
痛
、
兩
臂
内
痛
、
虛
則
胸
腹
大
、
脇
下
與
腰
相
引
而
痛
）」
と
あ
る
こ
と
を
根

拠
に
、「
肩
背
疾
」
を
心
痛
症
に
同
定
す
る
）
8
（

。
ま
た
、
張
光
裕
・
陳
偉
武
両
氏
も
、
楚
簡
で
は
「
背
疾
」
と
「
膺
疾
」
を
合
わ
せ
て
「
背

膺
疾
」
と
呼
び
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
併
称
し
た
上
で
「
胛
疾
」
と
同
一
視
す
る
と
述
べ
て
、
背
・
胸
・
肩
の
結
び
つ
き
を
指
摘
す

る
）
9
（

。
な
お
、「
肩
背
疾
」
の
「

」
字
を
「
肩
」
字
で
読
む
べ
き
か
に
つ
い
て
は
数
々
の
議
論
が
な
さ
れ
、
両
氏
は
こ
れ
を
筋
骨
の
結
節
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清華簡『病方』釈読

箇
所
を
意
味
す
る
「
綮
」
字
で
読
み
、
当
該
文
字
が
「
肩
」
字
の
誤
字
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と
す
る
）
10
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

「
肩
背
疾
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
『
病
方
』
が
発
見
さ
れ
た
今
、
戦
国
時
代
に
は
「
肩
背
疾
」
と
い
う
病
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

改
め
て
分
か
り
、
葛
陵
楚
簡
の
「

」
字
を
「
肩
」
字
と
読
む
説
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
4
：
藉
煮
之
以
酒
、
飮
之
、
以
瘥
慹
】「

」
字
は
「
藉
」
と
読
み
、「
草
の
敷
物
」
の
意
味
。
こ
の
文
字
に
つ
い
て
、
原
注
三
は
従

艸
昔
声
の
漢
字
と
見
な
し
、
植
物
類
の
薬
名
で
あ
る
と
し
、
一
説
で
は
「
酢
」
と
読
む
と
述
べ
る
。
確
か
に
「
酢
」
字
は
「
昔
」
字
と
同

じ
鐸
部
で
あ
る
た
め
、
読
み
替
え
自
体
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
馬
王
堆
帛
書
『
養
生
方
』
や
『
五
十
二
病
方
』
で
、「
酢
」
は
「
㳻
」

字
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
液
体
の
酢
を
、
な
ぜ
『
病
方
』
で
は
『
養
生
方
』
な
ど
の
よ
う
に
さ
ん
ず
い
で
は
な
く
、
く
さ
か

ん
む
り
で
記
し
た
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、「
酢
」
字
で
解
釈
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
酢
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
酢
の
よ

う
に
酸
味
の
あ
る
植
物
と
考
え
て
、『
神
農
本
草
経
』
中
品
で
「
味
酸
」
と
さ
れ
る
酸
漿
（
ホ
オ
ズ
キ
）
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
荊
楚
川
澤
」
に
生
え
て
お
り
、
こ
の
生
育
地
は
清
華
簡
が
楚
系
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
。

た
だ
、
本
稿
で
は
「
昔
」
字
と
同
じ
鐸
部
の
「
藉
」
字
に
読
み
替
え
た
。
こ
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
例
は
、
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
甲

種
・
詰
に
「
人
故
毋
く
し
て
鬼
其
の
宮
を
藉
む
（
人
毋
故
鬼
昔
（
藉
）
其
宮
）」
と
あ
る
。『
病
方
』
の
原
文
で
は
く
さ
か
ん
む
り
が
明
記

さ
れ
て
お
り
、「
藉
」
字
の
「
草
で
編
ま
れ
た
敷
物
」
と
い
う
原
義
に
も
合
致
す
る
。

敷
物
を
用
い
る
処
方
は
出
土
文
献
と
伝
世
文
献
の
両
方
に
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
出
土
文
献
で
は
馬
王
堆
帛
書
『
胎
産
書
』
に
「
・
字

む
こ
と
已
め
ば
、
即
ち
其
の
蓐
を
燔
き
、
水
中
に
置
き
、
以
て
嬰
児
を
浴
せ
し
む
れ
ば
、
疕
瘙
せ
ず
。・
嬰
児
の
已
に
浴
す
る
所
の
者
の

水
半
杯
を
取
り
て
母
に
飲
ま
し
む
れ
ば
、
母
も
亦
た
余
病
毋
し
。（
・
字
者
巳
（
已
）、
即
燔
其
蓐
、
置
水
中
、
以
浴
）
11
（

嬰
兒
、
不
疕
騷

（
瘙
）。・
及
取
嬰
兒
所
巳
（
已
）
浴
者
水
半
桮
（
杯
）
㱃
母
〓
（
母
、
母
）
亦
毋
餘
病
）」
と
あ
る
。「
疕
」
と
は
、『
説
文
解
字
』
疒
部
に

「
頭
瘍
な
り
（
頭
瘍
也
）」
と
あ
る
と
お
り
、
頭
の
で
き
も
の
を
指
し
、「
瘙
」
は
か
さ
の
こ
と
で
、
こ
の
処
方
は
敷
物
の
「
蓐
」
の
灰
を

9



外
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
五
十
二
病
方
』
諸
傷
に
は
「
一
、
傷
者
を
し
て
痛
み
毋
く
、
血
出
ず
る
こ
と
毋
か
ら
し
む
る
に
、
故

き
蒲
席
を
取
り
て
厭
え
□
□
□
燔
き
□
□
□
□
痏
（
一
、
令
傷
者
毋
痛
、
毋
血
出
、
取
故
蒲
席

（
厭
）
□
【
□
□
）
12
（

】
燔
□
【
□
□
□
】

（
痏
））」
と
あ
り
、
こ
れ
も
敷
物
の
「
蒲
席
」
を
燃
や
し
て
外
用
す
る
。
一
方
、
伝
世
文
献
の
『
太
平
聖
恵
方
』
巻
四
七
・
治
霍
乱
欲

死
諸
方
に
「
治
霍
乱
転
筋
垂
死
、
立
效
方
」
と
し
て
、「
故
蒲
一
握
り
細
く
切
る
。
右
漿
水
一
大
盞
を
以
て
、
煮
て
六
分
を
取
り
、
滓
を

去
る
。
温
温
と
し
て
頻
に
服
す
（
故
蒲
一
握
細
切
。
右
以
漿
水
一
大
盞
煮
取
六
分
、
去
滓
。
温
温
頻
服
）」
と
述
べ
る
。
こ
の
「
蒲
」
も

敷
物
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
単
に
煮
込
み
、
煮
汁
を
内
服
し
て
い
る
。『
病
方
』
の
処
方
も
こ
の
『
太
平
聖
恵
方
』
と
同
じ

く
、
敷
物
の
煮
汁
を
内
服
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
句
末
の
「
慹
」
は
、『
荘
子
』
田
子
方
に
「
慹
然
と
し
て
人
に
非
ざ
る
に
似
た
り
（
慹
然
似
非
人
）」
と
あ
り
、『
経
典
釈
文
』

は
「
司
馬
云
わ
く
、
動
か
ざ
る
の
貌
な
り
（
司
馬
云
、
不
動
貌
）」
と
い
う
説
を
引
く
こ
と
か
ら
、
身
体
の
動
か
な
い
病
気
と
解
釈
し
た
。

こ
の
病
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
に
引
い
た
『
太
平
聖
恵
方
』
治
霍
乱
転
筋
垂
死
立
效
方
の
「
転
筋
」
は
筋
肉
の
硬
直
、
ひ
き
つ

り
、
痙
攣
を
意
味
し
、
下
肢
の
こ
む
ら
が
え
り
を
指
す
場
合
が
多
く
）
13
（

、
こ
れ
に
鑑
み
る
と
、『
病
方
』
の
「
慹
」
も
転
筋
に
類
す
る
病
か

も
し
れ
な
い
。
な
お
、
原
注
三
は
『
説
文
解
字
』
心
部
の
「
慹
は
、
悑
れ
る
な
り
（
慹
、
悑
也
）」
を
引
い
て
、
恐
れ
る
と
解
釈
す
る
。

段
玉
裁
は
『
説
文
解
字
注
』
で
こ
の
文
字
に
対
し
、『
荘
子
』
斉
物
論
の
「
喜
怒
哀
樂
、
慮
嘆
變
慹
」
と
い
う
記
述
を
挙
げ
る
。「
恐
れ

る
」
と
解
釈
し
て
も
文
意
は
通
る
が
、
本
稿
で
は
『
太
平
聖
恵
方
』
の
記
述
と
の
類
似
性
に
着
目
し
、
身
体
が
動
か
な
い
病
気
の
意
味
で

訳
出
し
た
。

【
5
：
恚
目
】「
恚
目
」
は
目
を
見
張
っ
た
よ
う
な
実
。「

」
字
は
原
注
四
が
述
べ
る
と
お
り
、
従
心

（
規
）
声
で
、
見
母
支
部
の

文
字
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
論
者
は
同
じ
支
部
に
属
す
る
「
恚
」
に
読
み
替
え
た
。
こ
の
よ
う
に
読
み
替
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、「
汗
天
山
」

氏
）
14
（

の
指
摘
ど
お
り
だ
が
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
断
定
し
が
た
い
。
こ
の
言
葉
の
用
例
と
し
て
、「
汗
天
山
」
氏
は
『
管
子
』
地
員

10



清華簡『病方』釈読

の
「
恚
目
、
其
葉
若
苑
」
を
挙
げ
る
が
、『
管
子
』
に
お
い
て
も
「
恚
目
」
が
何
の
こ
と
で
あ
る
か
、
解
釈
が
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

『
管
子
集
校
』
で
は
任
林
圃
氏
が
『
爾
雅
』
釈
草
の
「
苻
、
鬼
目
」
お
よ
び
そ
の
郭
璞
注
の
「
今
江
東
に
鬼
目
草
有
り
、
茎
は
葛
に
似
た

り
、
葉
は
員
に
し
て
毛
あ
り
、
子
は
耳
璫
の
如
き
な
り
。
赤
色
に
し
て
叢
生
す
（
今
江
東
有
鬼
目
草
、
莖
似
葛
、
葉
員
而
毛
、
子
如
耳
璫

也
。
赤
色
叢
生
）」
と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
れ
を
「
恚
目
は
、
其
の
葉
宛
の
若
し
」
と
読
ん
で
「
鬼
目
の
葉
は
、
紫
苑
の
よ
う
で
あ
る
」

と
解
す
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、『
病
方
』
の
当
該
記
述
も
鬼
目
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鬼
目
の
名
は
『
本
草
綱
目
』

草
之
七
に
白
英
（
ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
）
の
実
と
し
て
見
え
、
李
時
珍
の
引
く
『
名
医
別
録
』
で
は
、
こ
の
主
治
が
「
明
目
」、
つ
ま
り

目
を
よ
く
見
え
る
よ
う
に
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
効
能
か
ら
す
る
と
、『
病
方
』
で
鬼
目
が
「
目
疾
」
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
理
に
適
う
。
た
だ
、
こ
の
任
氏
の
説
は
、「
恚
目
」
を
江
東
で
言
う
「
鬼
目
草
」
に
同
定
で
き
る
理
由
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
れ

だ
け
を
根
拠
に
『
管
子
』
お
よ
び
『
病
方
』
の
「
恚
目
」
を
鬼
目
と
読
み
替
え
る
の
は
や
や
早
計
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、『
管
子
』
の
こ
の
部
分
は
、「
恚
目
は
、
穀
実
の
怒
り
開
く
を
謂
う
な
り
（
恚
目
、
謂
穀
實
怒
開
也
）」
と
い
う
尹
知
章
注

に
よ
り
、
従
来
、
前
文
の
「
其
種
櫑
葛
、
赨
莖
黃
秀
」
と
一
続
き
の
文
章
で
あ
る
と
考
え
て
「
其
種
は
櫑
葛
な
り
、
赨
茎
黄
秀
、
恚
目
な

り
。
其
の
葉
は
苑
の
若
し
」
と
解
釈
さ
れ
、
櫑
葛
は
イ
ネ
科
の
植
物
と
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
櫑
葛
の
実
が
張
り
裂
け
そ
う
な
ほ
ど
に

大
き
く
実
っ
て
い
る
さ
ま
を
述
べ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
原
宗
子
氏
は
、
櫑
葛
を
イ
ネ
科
の
植
物
と
し
て
は

地
員
篇
の
他
の
イ
ネ
科
植
物
に
関
す
る
記
述
と
齟
齬
を
来
す
と
し
、
こ
れ
を
ヤ
マ
イ
モ
と
考
え
て
、「
恚
目
」
が
ヤ
マ
イ
モ
の
む
か
ご

0

0

0

で

あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
）
15
（

。
だ
が
、
こ
こ
で
も
「
恚
目
」
は
む
か
ご

0

0

0

の
目
を
見
張
っ
た
よ
う
な
大
き
さ
を
形
容
し
た
も
の
で
あ
り
、
尹
知

章
注
と
同
じ
く
、
植
物
の
見
た
目
を
表
す
原
義
を
活
か
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、『
病
方
』
の
当
該
記
述
も
鬼
目
と

い
う
固
有
名
詞
に
言
い
換
え
ら
れ
る
可
能
性
の
み
な
ら
ず
、
植
物
の
見
た
目
を
た
だ
言
い
表
し
た
だ
け
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

が
い
わ
ゆ
る
荊
名
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
が
難
し
い
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
「
目
を
見
張
っ
た
よ
う
な
実
」
と
だ
け
解
釈
し
て
お

11



く
。【

6
：
澡
】
原
注
四
は
、「

」
字
を
心
母
宵
部
の
文
字
と
し
、
精
母
宵
部
の
「
澡
」
字
と
読
ん
で
「
洗
う
」
の
意
味
と
す
る
。
原
注
四

の
指
摘
ど
お
り
、
患
部
を
洗
う
記
述
に
は
、『
五
十
二
病
方
』
諸
傷
の
「
一
、
消
石
を
温
湯
中
に
置
き
て
、
以
て
癰
を
洒
う
（
一
、
稍

（
消
）
石
直
（
置
）
温
湯
中
、
以

（
洒
）
癰
）」
や
、
阜
陽
漢
簡
『
万
物
）
16
（

』
の
「
□
寒
水
を
以
て
目
盲
を
洒
う
な
り
（
□
以
寒
水
洒
目
盲

也
）」
な
ど
が
あ
る
。

【
7
：
且
以
煖
之
】
整
理
者
に
従
っ
て
「

」
字
を
「
且
」
字
と
読
む
。「tuonan

」
氏
）
17
（

は
「
瘥
」
字
に
読
め
る
と
し
、「
潘
灯
」
氏
）
18
（

も

こ
れ
に
従
っ
て
、
整
理
者
釈
文
と
文
章
の
切
り
方
を
変
え
て
「
目
疾
瘥
、
以
…
…
」
と
解
す
る
が
、
前
文
で
二
度
使
わ
れ
た
「

」
に
は

や
ま
い
だ
れ
が
付
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
文
字
に
は
付
い
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
筆
写
者
は
両
字
を
使
い
分
け
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
整
理
者
に
従
う
。

ま
た
、「
煖
」
は
温
め
る
こ
と
。
原
注
五
は
「

」
字
を
従
火

声
の
文
字
と
す
る
。
そ
し
て
、「

」
字
は
上
博
楚
簡
『
緇
衣
』
第
六

簡
な
ど
に
見
え
、
伝
世
本
で
は
影
母
元
部
の
「
怨
」
字
が
こ
れ
に
対
応
す
る
と
い
う
。
こ
れ
を
根
拠
に
、
整
理
者
は
匣
母
元
部
の
「
緩
」

字
に
読
み
替
え
て
、「
穏
や
か
に
な
る
」
の
意
味
で
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
解
釈
に
は
異
論
が
多
い
。
例
え
ば
「
汗
天
山
」

氏
）
19
（

は
、
整
理
者
の
隷
定
が
誤
り
で
な
い
と
す
れ
ば
「

」
字
を
ま
ず
「
�
」
字
に
読
み
替
え
る
。
そ
の
上
で
、
整
理
者
が
韻
部
の
同
じ
匣

母
元
部
の
「
緩
」
字
と
読
む
こ
と
自
体
は
古
音
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
問
題
な
い
と
す
る
が
、「
穏
や
か
に
な
る
」
の
意
味
で
は
文
意
が
適

切
で
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
�
」
字
を
「
温
め
る
」
と
い
う
意
味
の
「
煖
」
字
で
理
解
す
る
場
合
と
、「
明
ら

か
」
と
い
う
意
味
の
「
煥
」
字
で
理
解
す
る
場
合
の
二
パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
、「
煖
」
字
な
ら
ば
治
療
方
法
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、

「
煥
」
字
な
ら
ば
薬
の
効
果
に
関
す
る
記
述
と
し
て
解
釈
で
き
る
と
述
べ
る
。
論
者
も
「
汗
天
山
」
氏
の
指
摘
に
賛
同
し
、
本
稿
で
は

「

」
字
を
「
�
」
字
と
読
み
替
え
、「
煖
」
字
で
理
解
す
る
説
を
採
用
す
る
。「tuonan

」
氏
）
20
（

は
「

」
字
を
「
熨
」
字
と
読
み
、
薬
を

12
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用
い
る
方
法
の
一
種
で
あ
る
温
罨
法
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
が
、
思
う
に
「
煖
」
字
も
そ
れ
に
近
い
治
療
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
煖
」
の
原
義
は
温
め
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
温
め
る
際
に
恚
目
の
煮
汁
を
用
い
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
恚
目
の
温
か
い
煮

汁
を
利
用
す
る
と
す
れ
ば
、
布
に
汁
を
染
み
こ
ま
せ
る
か
、
熱
を
通
す
容
器
に
入
れ
て
そ
れ
を
目
に
当
て
る
な
ど
の
方
法
が
想
起
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
温
罨
法
と
言
え
よ
う
。『
五
十
二
病
方
』
傷
痙
（
外
傷
か
ら
生
じ
た
痙
攣
性
の
病
。
破
傷
風
の
類
）
に
は
、
炒
っ
た
塩
を
布
で

包
み
、
頭
に
当
て
布
を
し
て
そ
の
上
か
ら
押
し
当
て
る
と
い
う
温
罨
法
が
見
え
る
。『
病
方
』
の
「

」
字
を
「
煖
」
字
と
読
み
替
え
て

温
罨
法
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
戦
国
時
代
中
期
頃
に
は
す
で
に
温
罨
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
温
罨
法
を

示
す
言
葉
は
『
五
十
二
病
方
』
な
ど
で
は
「
熨
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
考
察
の
余
地
が
あ
る
。

お
わ
り
に

釈
読
に
よ
り
、
整
理
者
の
指
摘
ど
お
り
、
本
篇
に
見
え
る
薬
名
は
、
伝
世
の
本
草
書
や
医
書
に
登
場
す
る
も
の
と
異
な
り
、
荊
名
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
呼
称
に
地
域
性
が
強
く
表
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
調
剤
方
法
は
酒
剤
と
湯
剤
と

い
っ
た
、
他
の
医
書
に
も
散
見
さ
れ
る
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
酒
剤
の
記
述
は
、
丸
山
敏
秋
氏
）
21
（

が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
治
療
の

担
い
手
の
中
心
が
祈
祷
を
行
う
巫
か
ら
、
酒
を
薬
と
し
て
用
い
る
醫
（
医
）
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
先
秦
の
状
況
と
合
致
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
周
策
縦
氏
）
22
（

は
巫
術
に
よ
り
治
療
を
行
う
巫
医
が
酒
を
用
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
た
め
、『
病
方
』
に
酒

の
記
述
が
見
え
る
か
ら
と
言
っ
て
、
医
の
文
献
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
酒
剤
が
内
服
さ
れ
、
湯
剤
が
外

用
さ
れ
る
と
い
う
点
も
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
改
め
て
論
じ
た
い
。

13



﹇
注
﹈

（
1
） 『
五
十
二
病
方
』牝
痔
に「
䓛
は
、
荊
名
に
盧
茹
と
曰
う（
䓛
者
、
荊
名
曰
盧
茹
）」と
あ
る
。

（
2
） 
簡
帛
網・簡
帛
研
読「
清
華
十《
病
方
》初
読
」、二
〇
二
〇
年一一月
二一日
発
表
。（http://w

w
w.bsm

.org.cn/forum
/forum

.php?m
od=view

thread&
tid=12635

）

（
3
） 
董
珊「
信
陽
楚
墓
遣
策
所
記
的
陶
壺
和
木
壺
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦『
簡
帛
』第
三
輯
、
上
海
世
紀
出
版
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
、
三
五
頁
）。

（
4
） 

佐
々
木
賢
二『
金
匱
要
略
を
読
み
解
く
』（
た
に
ぐ
ち
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
三
二
一
頁
）。

（
5
） 

鈴
木
真
海
訳
、
木
村
康
一
ほ
か
新
注
校
定『
新
注
校
定
国
訳
本
草
綱
目
』第
一
〇
冊（
春
陽
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
、
八
七
頁
補
注
）。

（
6
） 

画
像
は『
甲
骨
文
合
集
』に
よ
る
。

（
7
） 

■
は
竹
簡
の
欠
損
な
ど
に
よ
り
、
書
か
れ
て
い
る
字
数
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
以
下
同
様
。
葛
陵
楚
簡
の
釈
文
は
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究

中
心
・
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集（
二
）葛
陵
楚
墓
竹
簡
・
長
台
関
楚
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

に
よ
る
。

（
8
） 

宋
華
強「
由
新
蔡
簡〝
肩
背
疾
〞説
到
平
夜
君
成
所
患
有
心
痛
症
」（『
新
蔡
葛
陵
楚
簡
初
探
』武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
五
〜
三
二
四

頁
）。

（
9
） 

張
光
裕
・
陳
偉
武「
戦
国
楚
簡
所
見
病
名
輯
証
」（『
中
国
文
学
学
報
』第
一
輯
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
八
四
頁
）。

（
10
） 

注
9
前
掲
論
文
、
九
〇
頁
。

（
11
） 

裘
錫
圭
主
編
、
湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編
纂『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成（
陸
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四

年
、
九
八
頁
）は「
水
中
」と「
嬰
兒
」の
間
に
不
明
文
字
が
二
字
あ
る
と
す
る
が
、
馬
継
興『
馬
王
堆
古
医
書
考
釈
』（
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一

九
九
二
年
、
八
一
二
頁
）に
従
っ
て「
以
浴
」を
補
う
。

（
12
） 

□
は
判
読
が
不
明
な
文
字
。【 

】は
帛
書
が
破
れ
て
文
字
自
体
は
確
認
で
き
な
い
が
、
一
行
の
字
数
や
文
脈
な
ど
か
ら
推
定
し
て
整
理
者
が
挿
入
し

た
こ
と
を
示
す
。「
厭
」字
の
後
の
欠
損
す
る
三
文
字
を
裘
錫
圭
主
編
、
湖
南
省
博
物
館
・
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編
纂『
長
沙
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馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成（
伍
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
七
頁
）は「
□
□【
□
】」と
す
る
が
、
写
真
を
見
る
と
文
字
の
一
部
が
残
っ
て

い
る
の
は
一
文
字
目
だ
け
で
、
後
の
二
文
字
は
完
全
に
帛
書
が
欠
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は「
□【
□
□
】」と
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
帛

書
全
体
の
文
字
の
大
き
さ
か
ら
考
え
て
、「
厭
」字
と「
燔
」字
の
間
に
三
字
入
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

（
13
） 
注
4
前
掲
書
、
六
七
二
頁
。

（
14
） 

注
2
前
掲
サ
イ
ト
、
二
〇
二
一
年
一
月
八
日
発
表
。

（
15
） 

原
宗
子「
種
え
つ
け
る
も
の
―
―
粮
食
」（『
古
代
中
国
の
開
発
と
環
境
：『
管
子
』地
員
篇
研
究
』研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
、
一
七
八
〜
二
二
一

頁
）。

（
16
） 

底
本
は
、
文
化
部
古
文
献
研
究
室
・
安
徽
阜
陽
地
区
博
物
館
阜
陽
漢
簡
整
理
組「
阜
陽
漢
簡《
万
物
》」（『
文
物
』一
九
八
八
年
第
四
期
、
三
六
〜
四

七
・
五
四
・
九
九
頁
）。

（
17
） 

注
2
前
掲
サ
イ
ト
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
発
表
。

（
18
） 

注
2
前
掲
サ
イ
ト
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
二
日
発
表
。

（
19
） 

注
2
前
掲
サ
イ
ト
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
発
表
。

（
20
） 

注
2
前
掲
サ
イ
ト
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
四
日
発
表
。

（
21
） 

丸
山
敏
秋「
呪
術
か
ら
医
術
へ
」（『
黄
帝
内
経
と
中
国
古
代
医
学
：
そ
の
形
成
と
思
想
的
背
景
お
よ
び
特
質
』東
京
美
術
、
一
九
八
八
年
、
一
一
一

〜
一
五
三
頁
）。

（
22
） 

周
策
縦「
巫
医
与
針
灸
、
医
酒
、
及
其
他
治
療
術
」（『
古
巫
医
与「
六
詩
」考
：
中
国
浪
漫
文
学
探
源
』聯
経
出
版
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
五
〜
一
一

六
頁
）。

﹇
参
考
文
献
﹈

・
増
淵
法
之『
日
本
中
国
植
物
名
比
較
対
照
辞
典
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
八
年
）

・
小
曽
戸
洋
・
長
谷
部
英
一
・
町
泉
寿
郎
著
、
馬
王
堆
出
土
文
献
訳
注
叢
書
編
集
委
員
会
編『
五
十
二
病
方
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）

15



﹇
附
記
﹈

　

本
稿
はJSPS

科
研
費21J10152

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員D

C
2

）
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摘要

清华简《病方》初探

―中国医学思想史再考―

六车 枫

清华简第十册《病方》是记述了关于“肩背疾”“慹”“目疾”三种疾病的

药方。简文中的药名和传世医书上出现的药名不同。可能是所谓的楚国的“荆

名”。药物的称呼虽然表现了地域性，但是以酒或水煮药物之后内服或外用这

个调剂法、服用法就是其他医书中也常见的酒剂和汤剂。

本篇的抄写年代是战国时期的中期，是至今出土的医书之中最早的文献。

因此通过本篇我们可以追溯探讨中国医学历史。
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